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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

谷
戸
深
く
東
京
音
頭
流
る
れ
ば
浴
衣
姿
の
子
ら
円
を
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　「
円
を
描
く
」
で
踊
り
出
す
情
景
が
た
ち
あ
が
っ
て
く
る
歌
。

二
の
鳥
居
に
凭
れ
て
腹
に
花
火
音
ど
す
ん
と
落
と
す
。
さ
や
う
な

ら
夏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
花
火
を
音
で
体
感
し
味
わ
う
。
臨
場
感
・
独
自
性
の
あ
る
歌
。

ゆ
る
ゆ
る
と
上
り
花
咲
く
五
年
ぶ
り
鎌
倉
花
火
を
月
と
見
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

　「
月
と
」
に
久
々
の
花
火
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
む
感
慨
が
見
え
る
。

革
命
で
自
由
勝
ち
取
る
フ
ラ
ン
ス
の
誇
り
と
ぞ
五
輪
の
血
潮
の

テ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

改
札
に
母
の
訛
り
の
大
き
声
　
待
つ
帰
省
子
を
に
見
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

清
々
し
い
名
を
持
つ
女
医
に
難
病
の
名
を
告
げ
ら
れ
て
片
陰
を
帰

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
中
島
　
保
行

こ
ろ
び
か
け
た
老
女
に
か
け
寄
る
若
者
た
ち
　
突
き
飛
ば
し
た
の

も
若
者
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

花
火
音
家
を
ゆ
る
が
す
ひ
と
き
わ
の
ド
カ
ー
ン
　
あ
っ
水
中
花

火
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
盤
　
石
丸
　
迪
子

色い

彩ろ

を
増
し
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
は
あ
ざ
や
か
に
稲
穂
の
う
ね
り

今
盛
り
な
り 

岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

ハ
ッ
と
す
る
色
な
り
今
年
の
さ
る
す
べ
り
生
き
る
命
の
色
を
見
せ

つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

博
多
山や

笠ま

盛
り
上
が
る
夏
の
風
物
詩
櫛
田
入
り
ま
で
見
と
ど
け
る

朝 

手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉
軒
下
に
す
ず
め
砂
浴
ぶ
大
暑
か
な 

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
な
か
な
か
難
し
い
季
題
だ
が
、
こ
の
季
題
は
こ
れ
し
か
な
い
。

何
で
も
な
い
風
景
で
あ
る
が
雰
囲
気
と
時
間
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

〈
地
〉
雪
洞
へ
由
比
ヶ
浜
よ
り
風
涼
し 

城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
ぼ
ん
ぼ
り
祭
も
無
事
終
わ
っ
た
。
私
も
出
品
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が

た
か
ぶ
る
雪
洞
を
醒
ま
す
よ
う
に
由
比
ガ
浜
の
風
は
心
地
よ
い
。

〈
人
〉
冷
蔵
庫
夜
中
の
し
じ
ま
や
ぶ
り
け
り 

台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
今
の
冷
蔵
庫
も
夏
の
季
題
で
あ
る
が
、
昔
は
氷
室
の
こ
と
。
電

気
の
ス
イ
ッ
チ
が
た
ま
に
夜
中
を
賑
や
か
に
す
る
の
だ
。

向
日
葵
を
活
け
て
元
気
に
な
る
朝

あ
し
た　

　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
本
当
に
こ
の
花
は
力
強
さ
が
あ
り
、
元
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

体
言
止
め
が
効
い
て
い
る
。

夏
季
講
座
シ
ニ
ア
向
き
な
り
二
日
間
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
人
生
百
年
時
代
の
日
本
で
は
、
シ
ニ
ア
の
た
め
に
夏
季
講
座
が

あ
る
の
で
あ
る
。
２
日
ぐ
ら
い
が
丁
度
よ
い
。
　
　
　
　

虫
干
し
や
か
す
か
に
母
の
香
り
立
つ
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

　
こ
の
句
の
「
か
す
か
に
」
が
発
見
で
も
あ
り
、要
の
言
葉
と
な
っ

て
い
た
。
俳
句
の
面
白
さ
が
よ
く
出
て
い
た
。

老
鶯
や
谷
戸
の
奥
ま
で
こ
だ
ま
せ
り
　
　
逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

戦
知
る
朱
き
カ
ン
ナ
も
江
ノ
電
も
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

咲
き
殻
も
人
喜
ば
す
双ソ

ウ
頭ト
ウ
蓮レ
ン 

藤
沢
市
　
藤
本
　
和
音

若
葉
風
木
漏
れ
日
の
舞
弾
み
ゆ
く
　
　
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

イ
ワ
タ
バ
コ
咲
き
て
古
刹
に
華
を
添
え
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

来
て
み
れ
ば
林
間
学
校
マ
ン
シ
ョ
ン
に
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

夏
草
や
息
を
切
ら
せ
て
陣
屋
坂
　
　
　
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

桃
色
の
ほ
の
と
咲
き
た
る
酔
芙
蓉
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

合
宿
の
並
ぶ
麦
茶
の
大
や
か
ん
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

仏
前
に
ジ
ョ
ッ
キ
一
つ
や
一
人
盆
　
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

庚
申
塚
胡
桃
を
鳴
ら
す
木
曽
の
子
よ
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

さ
る
す
べ
り
今
日
見
て
今
日
が
咲
き
は
じ
め 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

こ
ま
の
せ
て
薩
摩
切
子
に
心
太
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

何
よ
り
の
残
暑
見
舞
や
通
り
雨 

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

　第68回鎌倉市民文化祭
が9月 28日～ 12月 22日
まで行われる。
　オープニングは9月7日
12時半、鎌倉生涯学習セン
ターで三味線やフルートの
演奏、「みさよバッグ」作り
＆折り紙など。
　第 76 回鎌倉市展は、
9月28日～10月2日鎌倉
芸術館での美術・写真合同
展を皮切りに、書道展や鎌
倉彫展など。10月からス
テージ公演が始まる。
事務局　鎌倉市共生共創
部文化課☎23・3000

第68回鎌倉市民文化祭
オープニングイベント

映
画
監
督
の
ト
ー
ク
。千
円
。

「
生
き
る
」大
川
小
で
起
こ
っ

た
こ
と
上
映
会
実
行
委
☎

０
８
０
・
６
５
７
３
・
５
０
７
７

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
９
月
13
・
14
・
29
・
30
日
。

「
ポ
バ
テ
ィ
・
イ
ン
ク
〜
あ

な
た
の
寄
付
の
不
都
合
な
真

実
」。１
２
０
０
円
。要
申
込
。

☎
40
・
３
３
８
９

▼
第
24
回 

鎌
倉
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
・
ベ
ア
ー
ズ
写
真
展

　
10
月
10
〜
15
日
鎌
倉
芸
術

館
。
鎌
倉
物
語
２
０
２
４
と

自
由
作
品
／
講
師
作
品
。
同

ベ
ア
ー
ズ
☎
０
９
０
・
３
４

０
７
・
３
７
０
０

 昨年度の写真展の様子

▼
認
知
症
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方

　
９
月
19
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
当
事

者
の
方
や
介
護
に
関
わ
る
方

の
講
演
会
。
無
料
。
鎌
倉
市
市

民
健
康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
認
知
症
と
共
に
生
き
る

　
９
月
15
日
逗
子
文
化
プ
ラ

ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
10

藤
澤
浮
世
絵
館
。
師
匠
の

画
風
を
継
承
し
た
二
代
目
浮

世
絵
師
の
藤
沢
ゆ
か
り
の
作

品
を
中
心
に
展
示
。
▽
は
じ

め
て
の
篆
刻
体
験
　
10
月
５

日
14
時
、
同
館
。
14
日
か
ら

申
込
。
▽
講
演
会
「
わ
れ
ら

二
代
目
！
〜
浮
世
絵
を
支
え

た
次
世
代
の
絵
師
た
ち
」
10

月
19
日
14
時
、
明
治
公
民

館
。
21
日
か
ら
申
込
。
☎

０
４
６
６
・
３
３
・
０
１
１
１

▼
か
な
が
わ
へ
の
ま
な
ざ
し

　
10
月
６
日
ま
で
県
立
歴
史

博
物
館
。
西
洋
人
の
眼
を
通

し
て
記
録
さ
れ
た
絵
画
や
写

真
等
を
手
が
か
り
に
「
か
な

が
わ
」
の
原
風
景
や
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
。
９
百

円
。
☎
０
４
５
・
２
０
１
・

０
９
２
６

▼
鎌
倉
市
教
養
セ
ン
タ
ー

▽
サ
ー
ク
ル
作
品
展
　
９
月

17
〜
23
日
。
俳
句
・
写
真
・
絵

画
な
ど
。
▽
サ
ー
ク
ル
舞
台
発

見
た
世
界 

ブ
ル
ー
ス
・
チ
ャ

ト
ウ
ィ
ン
の
足
跡
」
16
・
20
・

21
日
10
時
半
、
18
・
19
・
22

日
14
時
／
「
奇
跡
」
23
・
27

日
10
時
半
・
14
時
、
25
・
26

日
14
時
／
「
ピ
ロ
ス
マ
ニ
」

28
・
29
日
10
時
半
・
14
時
。

千
円
。【
特
別
上
映
】「
伽
倻

子
の
た
め
に
」
＋
小
栗
康
平

さ
ん
の
ト
ー
ク 

７
日
13
時

半
。
１
６
０
０
円
。
☎
23
・

２
５
０
０

▼
柳
原
良
平
　
ご
き
げ
ん
な

船
旅

　
９
月
３
日
〜
11
月
10
日

茅
ヶ
崎
市
美
術
館
。
ホ
ノ
ル

ル
市
・
郡
の
姉
妹
都
市
友

好
協
定
締
結
10
周
年
を
記
念

し
、
柳
原
流
の
海
外
旅
行
の
楽

し
み
方
を
「
船
旅
」
に
ち
な
ん

だ
作
品
で
紹
介
。
８
百
円
。
☎

０
４
６
７
・
８
８
・
１
１
７
７

▼
「
二
代
目
集
合 

襲
名
絵

師
た
ち
の
物
語
」
展

　
９
月
14
日
〜
11
月
４
日

▼
第
４
回
鎌
倉
グ
ラ
ン
ブ
ル

管
弦
楽
団
公
演

　
10
月
５
日
14
時
、
鎌
倉

芸
術
館
。
松
井
慶
太
さ
ん
の

指
揮
、
東
誠
三
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
「
皇
帝
」
ほ
か
。
Ｂ
席

２
５
０
０
円
〜
。
同
楽
団
☎

24
・
５
６
９
５

▼
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト 

バ
ー

ス
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

黒岩航紀さん

　
10
月
22
日
14
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
ピ
ア
ニ
ス
ト

黒
岩
航
紀
さ
ん
が
奏
で
る

リ
ス
ト
の
世
界
。「
ラ
・
カ

ン
パ
ネ
ラ
」

ほ
か
。

一
般
３
０
０
０
円
、
シ
ニ
ア

２
５
０
０
円
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
湘
南

ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ラ
ダ
イ
ス
☎

24
・
５
６
９
５

▼
第
10
回
か
ま
く
ら
の
風
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト   

チ
ェ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
９
月
８
日
14
時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
。
山
本
健
太
郎

さ
ん
、
鈴
木
海
市
さ
ん
の
ピ

ア
ソ
ラ「
オ
ブ
リ
ヴ
ィ
オ
ン
」

ほ
か
。
鎌
倉
婦
人
子
供
会
館

☎
22
・
０
５
０
７

▼
地
域
食
堂 

ゆ
き
の
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
９
月
29
日
14
時
半
、
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。
鎌
倉
病

院
三
松
院
長
の
骨
と
関
節
の

話
と
鎌
倉
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

無
料
。
☎
０
９
０
・
４
７
５
９
・

８
７
１
１

▼
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
ゴ
ヤ

版
画
」

　
10
月
20
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館 

鎌
倉
別
館
。
ゴ
ヤ
が

後
半
生
に
手
が
け
た
銅
版
画

１
６
０
点
を
前
後
期
に
分
け

て
紹
介
。
▽
９
月
８
日
ま

で
「
気
ま
ぐ
れ
」。
▽
９
月
10
日

〜
10
月
20
日「
戦
争
の
惨
禍
」。

２
５
０
円
。
☎
22
・
５
０
０
０

▼
日
本
画
が
で
き
る
ま
で
―

鏑
木
清
方
の
制
作
風
景

　
10
月
22
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
本
画
と
下
絵

を
合
わ
せ
て
紹
介
し
創
作
過

程
を
た
ど
る
。
３
百
円
。
☎

23
・
６
４
０
５

▼
川
喜
多
か
し
こ
と
〝
映
画

の
仲
間
〞
エ
キ
プ
・
ド
・
シ

ネ
マ
の
半
世
紀

　
９
月
29
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
世
界
の
埋
も
れ

た
名
画
を
発
掘
・
上
映
す
る

運
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
エ

キ
プ
・
ド
・
シ
ネ
マ
の
足

跡
を
回
顧
し
名
作
を
紹
介
。

２
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
伽
倻
子
の
た

め
に
」
９
月
４・６・８
日
10
時

半
、
３・
５
日
14
時
／
「
眠
る

男
」
３・
５・
７
日
10
時
半
、

４・
６・
８
日
14
時
／
「
大
樹

の
う
た
」
22
日
10
時
半
、
16
・

20
・
21
日
14
時
／
「
歩
い
て

森
もり

山
やま

 桂
けい

多
た

 さん 

日本青年会議所神奈川ブロック

大会を開く神奈川 JC 理事長

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

　
大
船
に
神
奈
川
県
の
注
目
を

集
め
た
い
。
今
月
７
日
、
15
年

ぶ
り
に
鎌
倉
市
で
開
く
日
本
青

年
会
議
所
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
と
同
時
に
、
大
船
夜
市
が
開

か
れ
る
。そ
の
準
備
も
大
詰
め
。

今
年
60
周
年
を
祝
っ
た
鎌
倉
青

年
会
議
所
（
鎌
倉
Ｊ
Ｃ
）
の
60

代
目
の
理
事
長
で
あ
る
。

　
20
歳
か
ら
入
会
で
き
40
歳
で

引
退
す
る
Ｊ
Ｃ
。
す
べ
て
の
役

職
は
１
年
交
替
だ
。
２
０
１
９

年
に
入
会
し
、
２
１
年
か
ら
副

委
員
長
、
委
員
長
、
副
理
事
長

と
順
に
務
め
、
38
歳
の
今
年
は

仕
上
げ
の
年
だ
。

　
大
船
夜
市
は
、
街
の
人
た
ち

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
と
鎌
倉

Ｊ
Ｃ
の
共
催
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
中
断
を
は
さ
ん
で
今
年
で
３

回
目
だ
。
昨
年
は
11
月
に
開
い

た
の
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
同

じ
日
に
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

は
神
奈
川
県
内
21
の
Ｊ
Ｃ
か
ら

の
参
加
者
だ
け
で
１
千
人
、
そ

の
他
一
般
の
参
加
者
が
１
千
〜

２
千
人
が
来
る
と
期
待
し
て
い

る
。
昨
年
、
数
万
人
を
集
め
た

夜
市
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い
。

　
芸
術
館
通
り
の
会
場
を
昨
年

よ
り
少
し
広
げ
、
飲
食
だ
け
で

な
く
物
販
や
い
ろ
ん
な
活
動
の

紹
介
に
も
使
っ
て
も
ら
う
。
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
ダ
ン
ス

を
披
露
す
る
の
は
昨
年
通
り
だ

が
、
大
道
芸
人
や
チ
ン
ド
ン
屋

も
顔
を
見
せ
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
７
日
10

時
か
ら
14
時
半
ま
で
鎌
倉
芸
術

館
で
。
街
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
発
信
す
る
場
と
考
え
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い

観
光
の
あ
り
方
や
、
生
成
Ａ
Ｉ

を
使
っ
た
企
業
運
営
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
あ
る
。

鎌
倉
出
身
の
仏
像
大
好
き
芸
人

み
ほ
と
け
も
出
演
す
る
。
会
員

以
外
も
無
料
で
入
場
で
き
る
。

　
大
船
の
そ
ば
の
横
浜
市
栄
区

で
生
ま
れ
育
っ
た
。
大
学
で
Ｉ

Ｔ
を
学
び
、
父
新
吾
さ
ん
が
経

営
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
シ
ス
テ

ム
開
発
会
社
「
プ
ロ
シ
ー
ド
」

に
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
入
社
し
た
。
大
企
業
の
社

内
シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
当
し
て

い
た
が
、
Ｊ
Ｃ
へ
の
入
会
を
機

に
地
元
で
で
き
る
業
務
に
切
り

替
え
て
き
た
。
い
ま
は
営
業
部

長
を
務
め
、
別
に
不
動
産
会
社

な
ど
も
営
む
。

　「
シ
ス
テ
ム
開
発
の
お
客
さ

ん
は
東
京
都
内
が
多
い
。
鎌
倉

で
事
業
を
す
る
う
え
で
地
域
の

人
と
の
つ
な
が
り
が
欲
し
い
と

考
え
、
Ｊ
Ｃ
に
入
っ
た
」
と
言

う
。

　
鎌
倉
Ｊ
Ｃ
の
会
員
は
現
在
35

人
。
全
国
的
に
減
少
傾
向
だ
と

い
う
。
新
規
会
員
も
増
や
し
て

い
き
た
い
。

　「
政
治
に
参
加
す
る
人
が
い

た
り
、
異
業
種
や
街
づ
く
り
で

頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
た
り
。

Ｊ
Ｃ
で
の
い
ろ
ん
な
人
と
の
出

会
い
は
、
い
い
勉
強
に
な
る
」

　
若
い
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
で
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
ん
で

き
た
。
い
ま
で
も
年
に
一
度
、

会
社
の
新
人
歓
迎
フ
ッ
ト
サ
ル

で
活
躍
を
見
せ
る
。
大
型
の

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
や
ヤ

マ
ハ
の
バ
イ
ク
を
持
ち
、
仲
間

か
ら
は
「
走
り
に
行
こ
う
」
と

誘
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
当
面
自

宅
で
眺
め
る
だ
け
。
８
歳
を
頭

に
１
男
２
女
の
子
供
た
ち
と
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
い
ま
の
楽
し

み
だ
。（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

表
会
　
18
日
10
〜
16
時
。
コ
ー

ラ
ス
・
オ
カ
リ
ナ
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
。
会
場
は
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
☎

０
４
６
７
・
３
２
・
１
２
２
１

▼
小
島
陽
介 

季
節
の
う
つ
わ
展

　
９
月
30
日
ま
で
小
町
通
り

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂
。
☎

22
・
３
７
６
９

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
川
田
茂
個
展

―
粒
子
の
河

　
９
月
７
〜
16

日
。
墨
絵
の
屏

風
・
掛
軸
な
ど
。

▽
凄
技
！
木
口

木
版
画Evolutions

　
21
〜
29
日
。
木
口
版
画

の
グ
ル
ー
プ
展
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
私
の
一
押
し
展

　
９
月
５
〜
24
日
若
宮
大
路

沿
い
の
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
道

工
房
所
属
の
作
家
自
身
が
選

ん
だ
一
押
し
作
品
。
☎
23
・

８
７
７
２

▼「
生
き
る
」大
川
小
学
校
津

波
裁
判
を
闘
っ
た
人
た
ち

　
９
月
８
日
逗
子
文
化
プ
ラ

ザ
。
上
映
と
遺
族
・
弁
護
士
・

〜
12
時
家
族
交
流
会
、
13

時
医
師
に
よ
る
講
演
。無
料
。

要
申
込
。
逗
子
市
福
祉
部

社
会
福
祉
課
☎
０
４
６
・
８

７
３
・
１
１
１
１

▼
半
身
麻
痺
で
も
伝
え
ら
れ

る
事
が
あ
る
！

　
９
月
29
日
13
時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉

会
式
出
演
「
片
腕
の
ギ
タ
リ

ス
ト
輝
彦
」
の
勇
気
と
復
活

の
話
。
５
０
０
円
。
要
申
込
。

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
・
８

７
２
・
３
０
０
１

▼
松
坡
文
庫
研
究
会 

第
９
回

「
煙
霞
の
痼
疾 

松
坡
先
生
の
旅
」

　
10
月
13
日
14
時
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
。
田
辺
新
之
助

の
旅
の
足
跡
を
辿
り
感
じ
た

こ
と
、考
え
た
こ
と
を
語
る
。

松
坡
文
庫
研
究
会
主
催
。
申

込
は
同
館
☎
25
・
２
６
１
１

▼
あ
な
た
も
な
れ
る
！
　
プ

ラ
ン
ナ
ー
講
座

　
10
月
19
日
〜
３
月
29
日
の

土
曜
14
時
、
全
９
回
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
好
奇

心
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
の

企
画
術
を
学
ぶ
。
無
料
。
25

日
ま
で
に
HP
か
ら
申
込
。
☎

25
・
２
０
３
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
９
月

８
・
27
日
８
時
〜
14
時
半
。

雑
貨･

衣
類･

手
造
り
品
な

ど
約
20
店
。
▽
骨
董
市
28
日

７
時
半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で

き
る
地
域
食
堂
。

▽
お
て
ら
食
堂

（
安
国
論
寺
）
９

月
１
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
20
日
17
時

半
。
▽
ソ
ン
ベ
カ

フ
ェ
25
日
16
時

半
。
各
大
人
５
百

円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０
・

５
１
９
９
・
１
６
５
４

flatcafekam
aku

ra@gmail.com

▼
腰
越
漁
協
朝
市

　
９
月
５
・
19
日
10
時
〜
腰

越
漁
協
事
務
所
前
。売
切
れ
次

第
終
了
。
☎
32
・
４
７
４
３

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
９
月
８
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
。
鎌
倉
市
関
谷
３
８
７

―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
小

倉
宛
。
☎
０
８
０
・
６
６
０

２
・
９
４
９
８

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

９
月
21
日
御
谷
山
林
。
28
日

大
仏
切
通
。
各
９
時
20
分
現

地
集
合
。
▽
家
族
で
栗
拾
い

７
日
。
▽
海
岸
清
掃
14
日
。

▽
お
話
サ
ロ
ン
28
日
。
☎

23
・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
九
品
寺
、
光
明
寺
と
山
門

昇
楼
９
月
３
・
10
・
13
・
17

日
９
時
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

広
場
集
合
。
約
２
㎞
。
７
百

円
。
▽
徳
川
将
軍
参
詣
の
間

で
法
話
拝
聴 
大
町
妙
法
寺

24
・
26
・
28
・
30
日
９
時
鎌

倉
駅
西
口
時
計
台
広
場
集

合
。
約
２
・
２
㎞
。
７
百
円
。

▽
葉
山
の
里
に
鎌
倉
ゆ
か
り

の
史
跡
を
訪
ね
る
５
・
11
日

９
時
、
逗
子
駅
東
口
改
札
外

集
合
。
約
６
㎞
。
７
百
円
。

▽
休
日
の
鎌
倉
散
歩
「
北
条

最
後
の
若
君
、
時
行
伝
説
そ

の
１
」
〜
祇
園
山
21
日
９
時

半
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
広
場

集
合
。
約
３
㎞
。
５
百
円
。

保
護
者
同
伴
小
中
学
生
無

料
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

９
月
１
日
11
・
14
時
歌
と
フ

ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
と
、
29
日

11
・
14
時
フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
vol.
８
。
無

料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
８
日
10

時
頃
。
▽
「
秋
の
こ
け
玉
盆

栽
づ
く
り
」10
月
５
日
10
時
・

13
時
半
。
２
千
円
。
申
込
20

日
ま
で
。
▽
色
鉛
筆
植
物
画

教
室
10
月
12
日
10
時
・
13
時

半
。
２
千
円
。
申
込
27
日
ま

で
。
▽
デ
ジ
カ
メ
教
室
10
月

14
日
。
千
円
。
申
込
27
日
ま

で
。
入
園
料
４
百
円
。
☎

46
・
２
１
８
８

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
９
月
14
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
15
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯

緑
の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５

０
２
・
２
４
７
０

▼
江
の
島
バ
リ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ

２
０
２
４

　
９
月
７
・
８
日
13
〜
19
時
、

江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ

ン
グ
苑
。
バ
リ
舞
踊
や
ガ

ム
ラ
ン
生
演
奏
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
料
理
、
バ
リ
文
化

体
験
な
ど
。
江
の
島
バ
リ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
実
行
委
主
催
。

江
ノ
島
電
鉄
☎
０
４
６
６
・

25
・
３
５
２
５

▼
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル

　
９
月
16
日
11
〜
18
時
、

亀
岡
八
幡
宮
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
大
集
合
の
イ
ベ
ン
ト
。

ス
テ
ー
ジ
も
。
逗
子
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
連
絡
協
議
会
☎

０
８
０
・
５
４
５
２
・
５
４
６
６

▼Zushi Beach Candle 
2024 -Anniversary

　
９
月
21
日
逗
子
海
岸
。
逗

子
市
制
70
周
年
、
葉
山
町
制

百
周
年
な
ど
１
万
５
千
本
の

キ
ャ
ン
ド
ル
で
祝
う
。
14
時

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
作
成
、

16
時
半
点
灯
開
始
。
ス
テ
ー

ジ
や
飲
食
店
の
出
店
な
ど
も
。

逗
子
葉
山
青
年
会
議
所
主
催
。

▼
第
49
回 

藤
沢
市
民
ま
つ
り

　
９
月
21
・
22
日
藤
沢
駅

周
辺
、
藤
沢
市
民
会
館
ほ

か
、
28
日
遊
行
寺
周
辺
、
藤

沢
宿
交
流
館
ほ
か
。
パ
レ
ー

ド
や
ス
テ
ー
ジ
、
ブ
ッ
ク
マ

ル
シ
ェ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
屋
台
な
ど
。
実
行
委
☎

０
７
０
・
４
７
１
３
・
１
８
７
９

▼
ず
し
は
や
ま
　
未
病
フ
ェ

ス
２
０
２
４

　
９
月
22
日
10
〜
16
時
、
亀

岡
八
幡
宮
。
カ
ラ
ダ
の
ケ
ア

が
実
践
で
き
る
場
が
い
ろ
い

ろ
。
ヨ
ガ
・
ラ
ジ
オ
体
操
・
歌

謡
サ
ロ
ン
・
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な

ど
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
も
。
実
行
委
☎

０
８
０
・
５
０
５
３
・
３
８
４
６

田
村
　
慶

⑤

南
瓜
ま
る
ご
と
グ
ラ
タ
ン

新
鎌
倉
料
理

　
９
月
に
入
り
、
真
夏
の
気
温

か
ら
は
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
鎌
倉
。
夏
場
は
ま
だ

終
わ
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴
き
声
を
聞

き
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
る
と
少

し
「
名
残
惜
し
さ
」
も
感
じ
ま

す
。料
理
の
世
界
で
は「
走
り
」、

「
旬
」、「
名
残
」
の
３
つ
言
葉

で
旬
前
後
を
表
現
し
ま
す
。
　

　
今
回
は
「
夏
の
名
残
野
菜
」

も
取
り
入
れ
た
料
理
を
紹
介
し

ま
す
。

●
材
料
（
２
人
前
）

　
▽
ミ
ニ
南
瓜
２
ケ
▽
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
１
本
▽
ナ
ス
１
本
▽
オ

ク
ラ
２
本
▽
じ
ゃ
が
芋

１
個
▽
玉
ね
ぎ
１
個

　
▽
ベ
ー
コ
ン
50
ｇ

　
▽
牛
乳
３
０
０
㏄

　
▽
バ
タ
ー
３
０
０
ｇ

　
▽
小
麦
粉
大
さ
じ
３
杯

　
▽
コ
ン
ソ
メ
大
さ
じ
１

　
▽
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
適
量

　
▽
塩
胡
椒
適
量

●
作
り
方

①
南
瓜
を
電
子
レ
ン
ジ
５
０
０

Ｗ
で
５
分
温
め
る
。
②
１
／
４

程
で
カ
ッ
ト
し
、
中
身
を
く
り

抜
き
種
は
捨
て
る
。
③
ベ
ー

コ
ン
、
全
て
の
野
菜
を
１
㎝

角
に
切
る
。
④
フ
ラ
イ
パ
ン
に

バ
タ
ー
を
溶
か
し
③
を
加
熱
す

る
。
⑤
玉
ね
ぎ
が
透
明
に
な
っ

て
き
た
ら
小
麦
粉
も
入
れ
混
ぜ

る
。
⑥
牛
乳
、
コ
ン
ソ
メ
を
入

れ
て
ト
ロ
ミ
が
し
っ
か
り
付
く

ま
で
混
ぜ
、
塩
胡
椒
で
味
を
調

え
る
。
⑦
南
瓜
の
皮
の
器
に
⑥

を
適
量
入
れ
て
、
上
に
チ
ー
ズ

散
ら
し
て
オ
ー
ブ
ン
等
で
チ
ー

ズ
に
焦
げ
目
が
つ
け
ば
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

　

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
映
え
料
理
」

　
10
月
５
日
14
時
、

鎌
倉
大
仏
高
徳
院
客

殿
。

　
高
徳
院
境
内
に
あ

る
ス
リ
ラ
ン
カ
の

第
２
代
大
統
領
Ｊ
・

Ｒ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
の

顕
彰
碑
の
建
立
意
義
を
、
同

寺
前
住
職
夫
人
・
佐
藤
美
智

子
さ
ん
が
自
身
の
戦
争
体
験

を
交
え
な
が
ら
話
す
。
講
演

後
、
顕
彰
碑
の
見
学
も
。

　
千
円
（
会
員
５
０
０
円
）。

申
込
は
13
日
か
ら
鎌
倉
同
人

会
事
務
局
☎
61
・
１
９
３
０
、

info@ginsuzu.com

「
大
仏
様
と
愛
の
顕
彰
碑
」

　
　
　
　
　

10
月
５
日
大
仏
殿
で

第
28
回
鎌
倉
同
人
会
講
座

顕彰碑

　
鎌
倉
と
は
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
縁
が
な
か
っ
た
詩
人
・
茨

木
の
り
子
の
朗
読
会
が
９
月

21
日
15
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
主

催
は
朗
読
と
文
学
の
会
＠
鎌

倉
実
行
委
員
会
で
、
鎌
倉
共

生
の
会
と
松
戸
朗
読
と
文
学

の
会
、
洸
楓
座
（
佐
藤
建
吉

代
表
）
が
企
画
。
朗
読
会
は

２
０
１
９
年
を
皮
切
り
に
今

回
で
12
回
目
。

　
第
一
部
は
、
鎌
倉
ペ
ン
ク

ラ
ブ
顧
問
の
土
谷
精
作
さ
ん

の
特
別
講
演
「
小
泉
八
雲
と

教
え
子
た
ち
」。
第
二
部
は
、

朗
読
家
・
松
島
邦
さ
ん
、
元

フ
ジ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

山
川
建
夫
さ
ん
が
茨
木
の
り

子
の
詩
情
を
掘
り
下
げ
る
。

　
第
三
部
は
、
音
楽
と
ダ
ン

ス
で
茨
木
の
り
子
の
世
界
を

表
現
。
弾
き
語
り
の
引
田
香

織
さ
ん
、
舞
踏
家
の
三
浦
一

壮
さ
ん
が
特
別
出
演
。

　
茨
木
の
り
子
の
詩
の
世
界

は
、
鎌
倉
が
起
原
と
も
言
え

る
禅
の
心
に
一
致
す
る
こ
と

が
当
日
解
明
さ
れ
る
。

　
３
０
０
０
円（
冊
子
付
）。

申
込
は
佐
藤
さ
ん
☎
０
９
０
・

１
２
６
８
・
５
８
８
２

ksato@kofuza.org

鎌
倉
で
茨
木
の
り
子
の
朗
読
会

鎌倉市中央図書館 （7月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は７月に一般162冊、
児童書 77冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「本当に頭のいい人が実践しているAI 時代の読
書術」藤井孝一著　ぱる出版▼「鎌倉時代の幕府と仏
教」平雅行著　塙書房▼「好かれる人がやっている人
を惹きつける習慣」井上裕之著　すばる舎▼「図説北
条氏康」黒田基樹著　戎光祥出版▼「明治・大正・昭
和銀座ハイカラ女性史」野口孝一著　平凡社
　▼「吉田類の愛する低山 30」吉田類著　NHK出版
▼「365 日楽しい町、京都。」MAGAZINE HOUSE 
MOOK　マガジンハウス▼「野生生物は「やさしさ」
だけで守れるか？」岩波ジュニア新書　朝日新聞取材
チーム著　岩波書店▼「１週間で勝手に血圧が下がっ
ていく体になるすごい方法」加藤雅俊著　日本文芸社
▼「小さな平屋に住む」別冊太陽　平凡社
　▼「疲れていても、おいしいものが食べたい！」若
山曜子著　家の光協会▼「鎌倉のカフェヴィヴモン
ディモンシュの 30 年」カフェヴィヴ モンディモン
シュ編　KADOKAWA▼「江ノ電　素顔の電車道」
山口大助著　江ノ電沿線新聞社▼「『わからない』人
のための現代アート入門」藤田令伊著　大和書房
　▼「30 日 de 源氏物語」三宅香帆著　亜紀書房扶桑
社▼「日本霊異記」河出文庫 古典新訳コレクション　
景戒編　河出書房新社

詳細・申込 (WEB・往復ハガキ )は下記URLからご確認ください。
◆会場 :鎌倉女子大学大船キャンパス視聴覚ホール（図書館棟）
◆受講料：A～ C・E～ H各 3,000 円、D5,000 円、特別講座
資料代 500 円（各コース初回時に納付・現金のみ）◆申込期限：9/10
◆問合せ・郵送先：鎌倉女子大学生涯学習センター
〒 247-8512 鎌倉市大船 6‐1‐3　☎ 0467・44・2287
https://www.kamakura-u.ac.jp/houjin/index.html

ｺｰｽ 2024 年度後期開講講座名 日程・回数

Ａ 日本文化講座：紫式部と清少納言
-『紫式部日記』と『枕草子』-

10/16・11/13・12/11（水）
14:20～15:50・全 3回

B 建築学講座：
図から読み解く日本建築（4）

10/18・11/15・12/13（金）
14:20～15:50・全 3回

C 進化人類学講座：
アロマザリングの進化

12/6 ・ 1/10・2/7（金）
10:20～11:50・全 3回

D 食文化講座：南イタリアのマンマの味
手作りパスタを作ろう（2/12 調理実習）

2/5・2/12・2/19（水）
10:00 ～11:30・全 3回

E 日本文学講座：
『万葉集』藤原氏の歌 （々2）

10/7・11/11・12/2（月）
14:20～15:50・全 3回

F 文化学講座：
中国の書 -漢字文化を考える -（2)

10/21・11/18・12/9（月）
10:20～11:50・全 3回

G 音楽芸術講座：
目と耳で楽しむクラシック音楽（2）

12/20・2/14・3/7（金）
10:20～11:50・全 3回

H 美術講座：西洋から見た近代日本美術の魅力（1）
- 江戸時代（狩野派・琳派・司馬江漢）篇 -

10/11・10/25・11/8（金）
14:20～15:50・全 3回

別 

座
特 

講 リカレント教育で人生をより豊かに 10/8・15・22（火）
10:20～11:50

鎌倉女子大学生涯学習センター公開講座

　
今
、
世
界
中
で
地
震
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
我
々
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
一

部
で
起
こ
っ
て
い
る
洪
水
の
こ

と
を
お
伝
え
し
、
現
在
も
僧
院

に
避
難
し
て
い
る
村
民
た
ち
へ

の
生
活
必
需
品
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
会
の
活
動
地
の
ミ
ャ
ウ
ン

ミ
ャ
で
は
６
時
間
し
か
電
気
が

こ
な
い
し
、
ネ
ッ
ト
も
日
常
的

に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

市
井
の
人
々
は
物
価
高
騰
と
同

時
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
チ
ャ
ッ
ト
激

安
の
あ
お
り
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ

ど
生
活
を
直
撃
し
、
村
民
の
生

活
苦
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
７
月
末
に
エ
ヤ

ワ
デ
ィ
管
区
の
ダ
ム
が
壊
れ
洪

水
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
影

響
で
、
近
く
の
２
村
に
住
む
住

民
（
１
６
７
世
帯
と
97
世
帯
）

の
人
た
ち
が
僧
院
に
避
難
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ダ
ム
の
決
壊
で
、
船
で

逃
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
肝
心
の
船
が
な
く
、

い
ま
だ
に
高
床
式
の
壊
れ
た
家

の
中
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が

　
そ
し
て
、
８
月
６
日
に
第
１

陣
の
１
６
７
世
帯
に
Ｎ
Ｆ
Ｉ

(Non-Food-Items)

と
し
て
各

家
庭
に
石
鹸
１
バ
ー（
４
個
分
）、

歯
ブ
ラ
シ
大
人
用
２
人
分
・
子

ど
も
用
３
人
分
、
行
水
用
の
桶

１
個
、
う
が
い
用
の
コ
ッ
プ
１

個
、
懐
中
電
灯
１
個
、
下
痢
予

防
と
脱
水
予
防
の
ポ
カ
リ
の
粉

末
３
個
、
雨
水
を
貯
め
る
大
型

コ
ン
テ
ナ
―
１
個
、
有
志
か
ら

集
め
た
洋
服
を
配
布
し
ま
し
た
。

物
資
を
届
け
る
た
め
の
船
を
借

り
る
費
用
な
ど
合
計
約
40
万
円

か
か
り
ま
し
た
。

　
村
長
は
じ
め
、
全
て
の
人
が

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ダ
ム
が
決
壊
し
た
時
、
着
の
身

着
の
ま
ま
逃
げ
て
き
た
の
で
ロ

ン
ジ
ー
（
巻
ス
カ
ー
ト
）
１
つ

ら
暮
ら
し
て
い
る
人
も
い
る
と

聞
き
、
我
々
は
す
ぐ
に
僧
院
に

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
援
助
を
得
ら
れ
な
い
環

境
に
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
今
回
我
々
は
、
会
と
し
て
で

は
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
と
共

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
組

み
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
洪
水
避
難
民
の
支
援
を

代
表
理
事

名
知
仁
子

し
か
持
っ
て
い
な
い
避
難
民
が

大
半
だ
っ
た
た
め
、
懐
中
電
灯

と
服
は
特
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
８
月
の
中
頃
、
残
り

の
97
世
帯
分
の
支
給
（
約
13
万

円
）
を
行
う
計
画
で
す
。
皆
さ

ん
も
一
緒
に
支
援
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区
東

尾
久
８
―
41
―
23 

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Email:myanmarfcg.info@
gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
FB:https://www.facebook.
com/mfcg.or.jp
Instagram :
mfcgmyaungmya2015

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

洋
画
・
日
本
画
・
版
画
ほ
か

美
術
品
の
買
取

致
し
ま
す

（55）

ミャンマーの洪水避難民


